
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.1％高と 5週続伸、方向感乏しい 総じて小動き 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.1％高と小幅ながら 5週続伸。週を通して 2290ポイント付近での小動きに終始した。指数が前週

までに 4週続伸し、前週後半に史上最高値を更新しただけに、利益確定売りが重荷。週明け 15－16日は小幅続伸だった

が、上値の重さが目立った。16日まで海外勢は 3営業日連続の

売り越し。週央からはトランプ米大統領や政権幹部とロシア政

府の関係を巡る「ロシアゲート」疑惑が深まり、経済対策が実

施しにくくなるとの見方が広がった。世界的にリスク回避の動

きが加速する中で 17－18日は続落。19日は前日の NY市場で

ダウ平均が反発したこともあり、小幅高で週の取引を終えた。

今週は高値警戒感が引き続き相場の重しとなりそうだ。国内で

は 17日に 4月 PPIが発表される。前月は 4.2％の上昇だった。 

 

【ロシア】 RTS指数は 1.1％安と反落、今週は OPEC総会まで神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

 RTS 指数は週間で 1.1％安と反落。ロシアとサウジアラビアの原油協調減産合意が 2018 年 3 月まで延長されたこと

を受けてブレント原油先物が 52ドル台を回復し、株式相場も週央まで堅調に推移。RTS指数は 16日に 5月 3日以来と

なる1120ドル台に上昇した。ブレント原油はその後も堅調で、

減産延長合意を支えに 19日には 53ドル台後半まで上昇してい

る。一方、RTS指数はトランプ米大統領とロシアの不透明な関

係を巡り、同大統領が弾劾されるとの懸念が高まったことを受

け、週後半はリスク回避の売りが優勢となった。18日には一時、

前日比 3.3％安の 1068.34ドルまで急落し、19日はやや値を戻

すも力不足で 1087.75 ドルで週の取引を終えた。今週は、25

日の OPEC総会通過までは神経質な展開が続くか。 

 

【ベトナム】 VN指数は週間で 1.2％高と 4週続伸、今週は利益確定売りも想定 

先週の動き／今週の展望 

 VN 指数は週間で 1.2％高と 4 週続伸。前週までの流れを引き継ぎ、高水準の売買代金を背景に堅調に推移した。売

買代金は営業日すべて 4 兆ドンを超え、16 日には 2009 年以来の 5 兆ドン突破となった。指数は売買代金を膨らませな

がらも週後半までは前週終値を挟んだもみ合い。ただ、19日は

もみ合いから上放れた。格付け会社フィッチがベトナムの格付

け見通しを「ポジティブ」に引き上げたことを支援材料に、19

日は一段高。指数は前日比 0.9％高の 733.82ポイントの高値引

けで 52 週高値を更新した。個別では、前週に指数をけん引し

たペトロリメックスが 16.7％高と大幅続伸となり、上場来高値

を更新して指数を押し上げた。今週は堅調を予想するも、RSI

が 69.97まで上昇していることから目先は利益確定売りも想定。 
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 2.1％

高、S&Pの長期債格付け引き上げで急伸 

ジャカルタ総合指数は週間で 2.1％高と 3 週ぶりに反発。週

末の急騰が奏功した。週初の 15 日は 4 月の貿易黒字が 12 億

4000 万ドルと市場予想から上振れしたことを受けて続伸。た

だ、16 日に流れが反転すると軟調な値動きが続き、18 日には

寄り付きで 5600 ポイントを割り込んだが、徐々に買い戻され

3 日ぶりに反発して引けた。19 日は米 S&P がインドネシアの

長期債格付けを投資適格の「トリプル Bマイナス」に引き上げ

たことが好感されて、終値で前日比 2.6％高と続伸し、過去最

高値を更新した。今週はイベントが少ない中、前週末の勢いを

維持できるかが焦点。25日はキリスト昇天祭の祝日で休場。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.2％安、今週は 23日に 4月の CPI発表 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.2％安と 4週ぶりに反落。

週初の反発を除き、軟調な値動きが続いた。16日は指数ウエー

トが大きい英系コングロマリットのジャーディン・マセソンを

中心に利益確定売りが出て、指数は前日比 1.1％安と反落。17

日は 4 月の非石油地場輸出が前年同月比 0.7％減と 6 カ月ぶり

にマイナスに転落したことが嫌気されると、その後もじりじり

と値下がりし、結局週末まで 4日続落して取引を終えた。今週

は 23 日に 4 月の CPI、25 日に 1－3 月期の GDP 改定値、26

日に 4月の鉱工業生産と経済指標の発表が続く予定。市場では、

前年同月比の CPI上昇率が 0.5％になると予想されている。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.4％高、原油価

格回復を好感 

SET 指数は週間で 0.4％高と反発。小幅なレンジでのもみ合

いに終始した。週初の 15日は 1－3月期の GDP成長率が前年

同期比 3.3％と市場予想の 3.1％を上回ったものの、指数は下げ

止まらず 6 営業日続落。一方で 16 日は、サウジアラビアとロ

シアのエネルギー担当相が前日の会談で、原油の減産期間延長

に合意したことを受けた価格回復が好感されて反発。その後も

一進一退が続いた。今週は 24 日に中央銀行が定例の金融政策

決定会合を開催する予定で、政策金利は 1.50％に据え置かれる

との見方が優勢。外部要因では、米国の政治不安が続く一方、

前週末の NYダウが原油高を背景に続伸したことは追い風か。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.4％安、1－3月期の GDP成長率は前年同期比 5.6％ 

クアラルンプール総合指数は週間で 0.4％安と反落。方向感

に乏しい 1週間だった。15日は前週末終値を挟んだ狭いレンジ

で推移。17日は 4月の CPI上昇率が前年同月比 4.4％と高い水

準にとどまり、インフレ懸念が続いていることが嫌気された。

18日は米国の政治の混乱を受け、景気刺激策の実施が遅れるこ

とへの不安から前日の NYダウ平均が急落した影響で、指数は

3日続落したが、19日は 1－3月期の GDPが前年同期比 5.6％

増と市場予想の 4.8％増から上振れたことが好感されて、小幅

ながら反発して取引を終了した。今週は国内の重要イベントが

少なく、外部要因が株式相場を左右する展開になりそうだ。 
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